
 
平成 27 年度認定     

 

 

氏 名
かわむら しゅうじ 

生 年 昭和 24 年生 
河村 修治 

住 所 兵庫県丹波市  

品 目

丹波栗 
 平安時代には朝廷、江戸時代には将軍家に献上された大粒の栗 
 昭和 54 年頃が生産のピーク（255ha、413t）で平成 17 年には 170ha、76t に減少 
 平成 23 年に丹波栗再生戦略会議を創設 

技 術

低樹高栽培技術と新商品の開発による需要拡大 
 昭和 56 年に県が開発した低樹高栽培技術を実証 
 独自に創作した気象観測装置のデータを活用した灌水等の栽培管理 
 ３～４週間、氷温で保存し糖度を３倍に増やした「むき栗」の開発 

活 動 状 況

 平成 3 年に就農し、低樹高栽培の現地実証と普及に注力 
 低樹高栽培の普及（現在の栽培面積の 75％）に大きく貢献 
 県内外からの視察を受け入れて技術情報を提供し、栽培技術を普及 
 氷温処理することにより糖度を上げ、付加価値を高めた「むき栗」を菓子店に契約出荷するなど、販

路と需要を拡大 
 平成 15 年に丹波栗剪定士として認定 
 剪定技術の指導 
 JA 生産アドバイザーとして栗栽培を指導 

相 談 に

応じられる

分野・内容

 丹波栗について、現地において収量向上のための土づくり、肥培管理、剪定等栽培管理、一次加工、
販売についての相談や指導 

 自園での都市生活者等に対する収穫体験や視察の受け入れ 
 短期の研修生受け入れ（収穫、剪定）の技術指導 
 テレビ等報道機関の取材受け入れ 
 県内において行政からの講演依頼の受け入れ 
 小・中学生等に対するふるさと学習等での講師 
 新植者の相談 
 栗の低樹高栽培技術、肥培管理及び病害虫の相談・指導 



受 賞 歴

 平成 26 年  第 32 回丹波栗品評会 兵庫県知事賞 

 平成 27 年度 兵庫県農業賞受賞 

 令和元年   黄綬褒章受章 

主 な 役 職

 平成 20 年～平成 28 年 丹波市栗振興会 会長 

 平成 23 年～平成 28 年 丹波栗再生戦略会議 委員 

 平成 23 年～      丹波市果樹産地協議会会長 

 平成 26 年～平成 28 年 丹波市マロンでロマン会議 会長 

 平成 29 年～      JA 生産アドバイザー（丹波栗） 

 平成 30 年～令和元年  兵庫県果樹研究会栗部会長 

最近の主な
活動 

 平成 27 年 サンテレビ「兵庫ワイワイ」に出演し、丹波栗を紹介 
 平成 28 年 9 月 15 日 NHK「あさ一」に出演 
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